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ごあいさつ

関西大学 学長
芝井 敬司

　関西法律学校を前身とする関西大学は、「学の実化」すなわち「学理と実際との調和」を教育理念に実践的なカリキュラムによって
真に有用な人材の育成に力を注ぎ、その中から多くの卒業生が輩出しました。現在では大阪府内に4つのキャンパスを有し、13学部、
13研究科、3専門職大学院、１留学生別科に3万人を超える学生と、8つの併設校を擁する総合大学に成長を遂げました。
　昨年、創立130周年を迎えるにあたり、次の20年のさらなる充実・発展のため、学園の理念に立ち返り、どのような人材を育成するの
か、どのような学園をめざすのかを全構成員が考え、150周年に向けた指針として、「Kandai Vision 150」を策定しました。「Kandai 
Vision 150」の中では、「研究の将来像」に関して「学の真価を問われる時代に、関西大学はどんな知を提示できるか」、また「社会貢
献の将来像」に関して「社会貢献のあり方において、『関大らしさ』はどこにあるか」を問いかけ、将来像を提示しています。
　このたび、2016（平成28）年度の文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に選定された「『人に届く』関大メディカルポリ
マーによる未来医療の創出」事業は、多様で独創的・革新的な研究を志向し、世界レベルの研究の場を創出していく、まさに本学の知
を提示する舞台となると考えます。
　関西大学は、バイオマテリアル分野の研究者数において、日本の大学では最大級の規模を持ち、一大研究拠点となっています。こう
いった背景から、2003年に大阪医科大学と学術交流および医工連携に関する協定を取り交わすとともに、2004年には先端科学技術
推進機構内に医工薬連携研究センターを開設し、連携を強化してきました。加えて2012年からは大阪薬科大学を含む三大学での「医
工薬連携研究交流会」を定期的に開催し、医療の基盤を支える取組を推進しています。
　今回のプロジェクトには、「関大らしさ」が色濃く反映しています。本学の材料化学者（化学生命工学部）と機械工学者（システム理工
学部）、そして大阪医科大学の臨床医の先生方との「医工連携」を強力に行い、「関大メディカルポリマー」の取組を通じて、日本そして
世界の「人に届く」未来医療の創出をめざします。
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はじめに

関西大学 医工薬連携研究センター長
化学生命工学部 教授
大矢 裕一

3M for 3H
Collaboration of Material Chemists, Mechanical Engineers, Medical Doctors (3M)

 for Human, Health and Happiness (3H)

　2016年度から公募開始となった文部科学省の「私立大学研究ブランディング事業」に、我々のプロジェクト「『人に届く』関大メディ
カルポリマーによる未来医療の創出」が採択されました。この事業は、「学長のリーダーシップの下、優先課題として全学的な独自色を
大きく打ち出す研究に取り組む私立大学・私立短期大学に対し、経常費・設備費・施設費を一体として重点的に支援する」（文部科学
省）取り組みです。全国から198大学の応募があり、本学を含む40大学が採択されました。本プロジェクトは、13学部16大学院を擁す
る本学の中で、今、大学として最も力を入れている研究であると認定されたということになります。
　現在の我が国の医療には、様々な問題が山積しています。超高齢化社会を迎え、健康や安全・安心に対する意識（要求）は高まっ
ています。特に、治療や診断の時の患者の肉体的（侵襲度）・精神的・経済的負担を軽減し、治療中・治療後の生活の質(Quality of 
life: QOL)を向上させることが望まれています。また、頻発する医療事故を防止し、医療の質を確保するために、医療従事者（医師、看
護師）の負担を軽減し、医師の技術の巧拙に依存せず、操作が簡便で人為的ミスが起こりにくい医療機器・医療システムの開発が望ま
れています。さらに、日本は医療機器の多くを輸入製品に頼っており、これが医療費総額を押し上げる一因となっています。こうした背景
から、安価、良質で国際競争力のある我が国発(Made in Japan)の医療機器を開発することは喫緊の課題となっています。
　本プロジェクトのめざすものは、臨床医からの提案（ニーズ）に基づき、材料・システムを設計・提供し、デバイス（製品）を構築すること
であり、それを臨床医の目で検証し、臨床の現場に届く、国際競争力のある日本発の新しい医療器材へと実用化することです。そこで、
臨床医(Medical Doctors)として大阪医科大学の先生方、機械工学者(Mechanical Engineers)として、本学機械工学科の先生
方に加わっていただき、材料化学者(Material Chemists)との3つのMで、真の医工連携を実現し、臨床現場に届く医療器材の開発
をめざします。また、その過程において、医学、化学、工学の境界領域で活躍できる人材を育成することも重要な目的の一つです。
　本ブランディング事業では、主体となる医療用の高分子材料を「関大メディカルポリマー」(Kansai University Medical 
Polymer: KUMP)と名付けて確立するブランド名とし、臨床現場の「人」（患者、医師・看護師）に届く医療器材の開発を最終目標と
して位置づけました。我々の願いはさらに、世界の人々、すなわち医療先進国だけでなく、十分な医療体制が整っていない国の人々にも
使用してもらえるような、安価で操作が簡便な医療機器を届けることです。
　今後、2020年度までこのプロジェクトは継続します。プロジェクト期間内あるいはその後に、実際に「人に届」けられる成果が生まれ、
関大メディカルポリマー(KUMP)が社会的に広く認知されるよう、全メンバーが有機的に連携し、全学的なバックアップを受けて、研究
ならびにブランディング展開を進めてまいります。研究活動はメンバーが主体となって行いますが、ブランド展開には、様々な方々のサ
ポートが必要です。
　歩みを開始した「関大メディカルポリマー(KUMP)」が関大のブランド名として定着していけるよう、皆様のご協力とご援助をお願い
いたします。
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関西大学で開発された「関大メディカルポリマー（KUMP）」
を基軸とし、3つのM（Materials, Mechanics, Medicine）
で「人に届く」医療器材および治療・診断システムを開発して
社会に貢献したい
　関西大学では、先端科学技術推進機構に設置された医工
薬連携研究センターにおいて、医療の進歩のための革新的技
術の開発に寄与するべく、関大で開発されたメディカルポリマー

（KUMP）を活用した医療器材の開発と人材育成にも努めて
います。
　現在の日本では、研究から実用化への流れがスムーズ
ではないという一面があります。そこで私たちは、材料化
学者(Materials Chemists)、機械工学者(Mechanical 
Engineers)および臨床医(Medical Doctors)の間の垣根を
取り払い、同じ目標を持って研究を進めることが必要だと考えま
した。
　そして機は熟したと考えています。材料化学者および機械工
学者と臨床医の三者が、自分の立場だけから意見を言い合う
一方通行のやり取りではなく、お互いに、現状と課題を知る機会
を重ね、ようやく同じ目標と問題意識を持って研究を進める基
盤ができつつあります。
　本プロジェクトでは、現在日本が抱えている医療における問
題を打破するため、関大メディカルポリマーを設計・合成する私
たち材料化学者と、そのデバイス化・システム化を実現する機
械工学者が連携し、現場の臨床医からのニーズを受けて研究
を進め、3つのM(Materials, Mechanics, Medicine)で「人

（患者と臨床医）に届く」医療器材を開発します。

　私たちの研究が、実際に商品化され、本当の意味で患者さん
の負担の軽減に寄与できるように、また、ニッポンが、そして関
西大学が、得意とする「ものづくり」が、いかに医療に貢献でき
るかを広く社会に向けて発信して日本の産業の現場を元気に
すべく、全学的に展開して参ります。

未来医療を創出し「人に届く」関大メディカルポリマー
　今日の超高齢化社会に必要な医療は、治療と診断における患
者さんの肉体的・精神的・経済的負担を軽減することです。この
ため、侵襲の程度が低い（低侵襲）治療と診断を実現する医療機
器の開発が喫緊の課題です。現在の医療は、手術時の開口部を
小さくしたり、投薬の量や回数を減らしたりする方向へと進んでい
ます。こうした低侵襲または非侵襲の治療を実現する医療機器を
使用することによって、治療中はもちろん患者さんの予後のQOL

（Quality of Life）を向上させることができます。このプロジェクト
では、まさにこのような医療器材と医療システムの開発をめざして
います。
　一方、わが国では、医療機器のほとんどを輸入に頼っていること
が医療費総額を押し上げる一因となっており、“メイド・イン・ジャパ
ン”の医療機器の開発が望まれています。
　このような背景から関西大学では“KU-SMART（Kansai 
University Smart Materials for Advanced and Reliable 
Therapeutics）プロジェクト”を始動し、大阪医科大学と強固な医
工連携体制を築き、現場の臨床医からのニーズに基づいて、医療
用の材料・システムを開発し、国際競争力のある医療機器として製
品化し、臨床現場（人＝患者と医師）に届ける研究を進めています。

プロジェクトの意義

プロジェクト概要

化学生命工学部 化学・物質工学科 助教
専門分野 高分子化学、医用高分子材料
学　　位 博士（工学）

河村 暁文 / KAWAMURA Akifumi
かわむら　あきふみ

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
専門分野 天然高分子化学、医用生体工学
学　　位 工学博士

田村 裕 / TAMURA Hiroshi
たむら　ひろし

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
専門分野 生体材料学、高分子化学
学　　位 博士（工学）

平野 義明 / HIRANO Yoshiaki
ひらの　よしあき

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
専門分野 生体材料学、高分子化学
学　　位 博士（工学）

大矢 裕一 / OHYA Yuichi
おおや　ゆういち

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
専門分野 医用高分子材料、生体材料学
学　　位 博士（工学）

岩﨑 泰彦 / IWASAKI Yasuhiko
いわさき　やすひこ

化学生命工学部 化学・物質工学科 准教授
専門分野 タンパク質工学、医用材料学
学　　位 博士（工学）

柿木 佐知朗 / KAKINOKI Sachiro
かきのき　さちろう

化学生命工学部 化学・物質工学科 准教授
専門分野 生体超分子化学、分子機械学
学　　位 博士（工学）

葛谷 明紀 / KUZUYA Akinori
くずや　あきのり

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
専門分野 糖鎖工学
学　　位 博士（地球環境科学）

古池 哲也 / FURUIKE Tetsuya
ふるいけ　てつや

化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
専門分野 高分子材料、医用生体工学
学　　位 博士（工学）

宮田 隆志 / MIYATA Takashi
みやた　たかし

根本  慎太郎	
星賀  正明	
髙井  真司	
朝日  通雄	
大道  正英	
根尾  昌志	
南  敏明	
池田  恒彦	
武内  徹	
内山  和久	
宮武  伸一	

胸部外科学　専門教授

内科学Ⅲ　専門教授

大学院医学研究科　教授

薬理学　教授

産婦人科学　教授

整形外科学　教授

麻酔科学　教授

眼科学　教授

内科学I　講師
附属病院 病院長　一般・消化器外科学　教授

附属病院がんセンター　特別職務担当教員教授

(1) 材料化学

(2) 機械工学

システム理工学部 機械工学科 教授
専門分野 振動工学、機械力学・制御
学　　位 博士（工学）

宇津野 秀夫 / UTSUNO Hideo
うつの　ひでお

システム理工学部 機械工学科 教授
専門分野 人間工学、生体情報処理
学　　位 Ph.D.

小谷 賢太郎 / KOTANI Kentaro
こたに　けんたろう

システム理工学部 機械工学科 准教授
専門分野 流体工学、バイオメカニクス
学　　位 博士（工学）

田地川 勉 / TAJIKAWA Tsutomu
たぢかわ　つとむ

システム理工学部 機械工学科 准教授
専門分野 生体医用システム、人間工学
学　　位 博士（工学）

鈴木 哲 / SUZUKI Satoshi
すずき　さとし

関西大学

大阪医科大学

１. プロジェクトの紹介 ２. プロジェクトメンバー

▲ 開発サイクル▲ 研究体制
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学長のリーダーシップの下、学部長・研究科長会議（大学執行
部・学部長等がメンバー）およびその下部組織である研究推進
委員会（研究担当副学長、各学部副学部長等がメンバー）が、
大学全体のブランド戦略の方向性を総合的に判断し、本事業
を選定しました。実質的には、研究推進委員会が全学的な研究
戦略を始め研究全般にかかわる事項を審議しています。

本事業専属のＵＲＡおよびコーディネーターを配置するととも
に、研究活動を支援する事務組織（先端機構グループ、社会連
携グループ、研究支援グループ）が連携して、機関経理、技術
移転、知財管理、研究成果発信など担当し、全面的にバックアッ
プする体制を整備しています。

外部資金審査・評価部会（副学長の下に副学長指名メンバー
若干名で構成）が、進捗状況評価および事後評価を行い学長
に報告します。学長から事業推進代表者にフィードバックおよび
必要な提言を行います。

当該分野の専門家を外部評価者として選定し、①研究成果お
よびその測定方法等についての意見を聴取し、②本事業の進
捗状況及び成果について、年１度、専門的かつ俯瞰的視座から
点検評価を行います。

広報専門部会は、常任理事会の下に設置し、常務理事、担当
副学長、有識者、広報課職員等で構成しています。全学的な事
業として優先的に支援するため、戦略的広報活動のパートナー
業者（広告代理店）が、各年度に実施するアンケート調査等に
より、研究ブランディング活動の効果測定・検証を行います。そ
の結果を受けた学長および同部会は、次年度以降の取組の検
討・整理を継続して行います。

研究面では、大阪医科大学等との共同研究の他、クレムソン大
学等海外研究機関との国際共同研究および医療機器メーカー
等開発企業と事業化に向けた有機的連携を図っており、人材
育成の観点では、大阪医科大学との大学院生の交換派遣に加
えて、タイのチュラロンコン大学、タマサート大学、米国クレムソ
ン大学に学部生・大学院生の派遣を実施しています。

学内実施体制

研究支援体制

外部評価体制

戦略的広報活動及び評価

学外との連携

３. 事業実施体制

自己点検・評価
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　2012年から、関西大学学長の主導の下、大阪医科大学、大阪薬科大学、関西大学の三大学の研究者が集い、研究シーズを披露し
合うことで先生方の研究交流を促進し、共同研究につながっていくことを目的として「医工薬連携研究会」を年２回開催しています。大
学を挙げて医療の基盤を支える「ものづくり」の重要性の発信や「メディカルポリマー」の実用化を推し進める活動を展開しています。

　本年第21回目を迎える「関西大学先端科学技術シンポジウム」では、種々のプロジェクト研究について、1年間の成果を発表してい
ます。本学理工系の研究状況を知っていただくと同時に、本学との新たな産学官連携のきっかけとなる場となっています。
　このたび、2016年度文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に、本学の事業「『人に届く』関大メディカルポリマーによる未
来医療の創出」が選定されたことに伴い、プロジェクトメンバーによる「特別セッション」を開催しました。

１. 大阪医科大学・大阪薬科大学・関西大学 医工薬連携の会 ３. 第 3 回 戦略研究総合センター研究交流懇談会

４. 第五回 四私大合同生命科学シンポジウム

２. 第 21 回 関西大学先端科学技術シンポジウム

2016年4月22日（金）
場所 ： 関西大学 千里山キャンパス

「生理食塩水で瞬時にゲル化するDNA素材」
関西大学 化学生命工学部 准教授 葛谷明紀

「私立大学研究ブランディング事業『関大メディカルポリマー研究ユニット』の選定について」
関西大学 化学生命工学部 教授 大矢裕一

2017年1月19日（木）
場所 ： 関西大学 千里山キャンパス

「研究ブランディング事業内容紹介」および
「生分解性スマートポリマーの設計と癒着防止材としての応用」
関西大学 化学生命工学部 教授 大矢裕一

2017年3月7日（火）
場所 ： 関西学院大学 上ヶ原キャンパス

「数理・情報による生命科学の新たな潮流」
【ブランディング事業関連の講演】

「力学モデルに基づく循環器系疾患治療用デバイスの最適化
 と機能評価」
関西大学 システム理工学部 准教授 田地川勉

【ブランディング事業関連のポスターセッション】

「平成28年度文部科学省 私立大学研究ブラ 
 ンディング事業選定『人に届く』関大メディカル
 ポリマーによる未来医療の創出」
関西大学 先端科学技術推進機構
コーディネーター　山本拓

「力学モデルに基づく未破裂脳動脈瘤治療用
 多孔薄膜カバードステントの開発」
関西大学 理工学研究科 システム理工学専攻
靍田篤

「動的架橋を利用したスマートメディカルポリマーの創製」
関西大学 化学生命工学部 教授 宮田隆志

「2つの違う『医工連携・産学連携』を一気通貫に進めるために～
  ～新規医療機器・材料の実用化がゴール！～大阪医科大学の取組～」
大阪医科大学 胸部外科学 専門教授 根本慎太郎

「肺高血圧症診断技術の研究」
関西大学 システム理工学部 教授 宇津野秀夫

2016年9月20日（火）
場所 ： 大阪医科大学 本部北キャンパス

「細胞挙動を制御可能な刺激応答性ポリマーの創製と
細胞培養基材への応用」
関西大学 化学生命工学部 助教 河村暁文

　本年度の研究交流懇談会では、学内研究者間で
の研究領域の垣根を越えた融合領域の創成をめざ
し、現在進行している５つの私立大学戦略的研究基
盤形成支援事業と、今年度から始まった私立大学研
究ブランディング事業（以下、「ブランディング事業」と
いう。）から演者を選出し、それぞれの研究に関するト
ピックスを講演し、異分野研究の相互理解を深めまし
た。特にブランディング事業の講演では、申請から採
択に至るまでのプロセスについて重点的に講演し、採
択が非常に難しいとされるブランディング事業にどの
ようにアプローチしていけば採択されるのか、研究者
達の注目を集めました。

「四私大合同生命科学シンポジウム」は、関西の四私大（関西大学・関西学院大学・同志社大学・立命館大学）の生命科学系学部・研
究科が合同で、日本の生命科学分野の活性化をめざして、年に１回開催しています。

2017年2月24日（金）
場所 ： 関西大学 千里山キャンパス

2017年3月14日（火）
関西大学梅田キャンパス  KANDAI Me RISE ホール(8 階)関大メディカルポリマーシンポジウム（予告）

■ 基調講演
「先端バイオマテリアル研究から誰もが使うデバイス技術へ」
東京大学大学院工学系研究科	教授	石原	一彦

■ 研究紹介・関西大学
「生分解性スマートポリマーの設計と医療応用」
化学生命工学部	教授	大矢	裕一

「視線移動情報を用いたHMD	型視野検査システム：
医工連携による事業化へのアプローチ」
システム理工学部	教授	小谷	賢太郎

（関西大学梅田キャンパス）

「生体に学ぶポリマーバイオマテリアルの開発」
化学生命工学部	教授	岩﨑	泰彦

「術後の創部痛緩和を目指した麻酔薬担持キチンゲルの開発」
化学生命工学部	教授	田村	裕

「軟骨再生に向けたペプチドハイドロゲル足場の設計」
化学生命工学部	教授	平野	義明

■ 研究紹介・大阪医科大学
「なぜ大阪医科大学が関わるのか？
実用化を意識した医工・産学連携に向けて」
胸部外科学	専門教授	根本	慎太郎

1009



2016年8月より特設サイトを作成し、最新情報を掲載しています。
URL http://www.kansai-u.ac.jp/ku-smart/

・読売新聞（大阪本社版）　全面広告　2016年12月10日掲載
・産経新聞（大阪本社版）　全面広告　2017年1月1日掲載
・毎日新聞（全国版）　      全面広告　2017年2月21日掲載

・週刊新潮（2月23日号）

・ニューズレター『Reed』(No.48) 2017年2月発行（３０ページ参照）

・読売新聞（大阪本社版）　2017年2月26日掲載
 『月刊大学』 「イチオシ研究 私大競う」の中で本プロジェクトが紹介されました。
 取材先 : 関西大学 化学生命工学部 教授 大矢裕一　他

・先端機構ニュース『Re:ORDIST』(通巻第164号) 2017年3月末発行予定

　「記者懇談会」では、主として大阪科学・大学記者クラブ加盟18社の大学担当記者他を招き、本学の研究発表および学内情報の
提供・意見交換を実施しています。その記者懇談会において、研究ブランディング事業の紹介と研究発表を行いました。

１. 特設サイト（ホームページ） ４. 新聞広告（２９ページ参照）

５. 雑誌広告（３０ページ参照）

６. 関西大学発行冊子

７. メディア掲載

２. 記者懇談会

３. 「メディカルジャパン 2017」再生医療産業化展

2017年1月31日（火）
場所 ： 関西大学 梅田キャンパス
① 文部科学省私立大学研究ブランディング事業「『人に届く』関大メディカ

ルポリマーによる未来医療の創出」プロジェクトの紹介
② 研究紹介
　「体内での分解時間を自在に調節できるインジェクタブルポリマーの開発」
　関西大学 化学生命工学部 教授 大矢裕一

　「メディカルジャパン」は、日本初の医療総合展で、本展は6つの専門展（病院・医療IT・介護・再生医療・医療機器・製薬）で構成されて
います。本学は「再生医療産業化展」に出展し、関大メディカルポリマーの具体的なテーマを示すとともに、その取組を紹介しました。
　3日間の延べブース来訪者は200名を優に超え、名刺交換120名と盛況であり、多くの商社・銀行等の投資各社様の熱心な質問
や、多数の企業様から共同研究検討の打診をいただくなど、関大研究ブランド力発信の手ごたえを感じる出展となりました。

2017年2月15日（水）～2月17日（金）
場所 ： インテックス大阪

出展者 ： 関西大学　コーディネーター　山本拓　谷口雅彦

・読売新聞（大阪夕刊、東京夕刊）2017年1月31日掲載
 「緑内障 診断ゴーグル 関大など開発 視野検査 場所選ばず」（関西大学 システム理工学部 教授 小谷賢太郎）
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河村 暁文 / 関西大学 化学生命工学部・化学・物質工学科 助教

サンスワン アルニー / 関西大学 理工学研究科・総合理工学専攻

田中 静磨 / 関西大学 理工学研究科・総合理工学専攻

坂 篤 / 関西大学 理工学研究科・化学生命工学専攻

松本 和也 / 関西大学 理工学研究科・総合理工学専攻

田中 佑樹 / 関西大学 理工学研究科・化学生命工学専攻

ナラプラワッポン リンヤラット / 関西大学 理工学研究科・総合理工学専攻

田中 康太 / 関西大学 理工学研究科・化学生命工学専攻

河本 大毅 / 関西大学 理工学研究科・総合理工学専攻

吉田 泰之 / 関西大学 理工学研究科・総合理工学専攻

中浦 宏 / 関西大学 理工学研究科・化学生命工学専攻

福島 和季 / 関西大学 理工学研究科・化学生命工学専攻

久野村 駿 / 関西大学 理工学研究科・化学生命工学専攻

「分子応答性を有するソフトナノマテリアルの創出」
高分子研究奨励賞（公益社団法人 高分子学会 / 2016.5.26）

「Thiolated-2-methacryloyloxyethyl phosphorylcholine protected silver nanoparticles as novel photo-
 induced cell-killing agents」
Université laval trainee Award (WBC2016 / 2016.5.17-22 / Montreal,Canada) 
ACS Bioconjugate Chemistry Best Poster Award (WBC2016 / 2016.5.17-22 / Montreal,Canada)

「PEG-DNA共重合体を用いたDNA四重鎖ゲル形成についてのpHの影響」
優秀ポスター賞 (日本化学会生体機能関連化学部会若手の会第28回サマースクール2016 / 2016.7.15-16 / 愛知)

「新規な金ナノ粒子モノマーを利用した刺激応答性ハイブリッドゲルの創製とその応答挙動」
優秀ポスター賞 (第65回高分子学会年次大会 / 2016.5.25-27 / 兵庫)

「分子インプリントポリペプチドゲル薄膜の調製とその分子吸着特性」
優秀ポスター賞 (第65回高分子学会年次大会 / 2016.5.25-27 / 兵庫)

「高分子ネットワークのコンフォメーション変化を用いた刺激応答性ゲルの薬物放出制御」
優秀ポスター賞 (第65回高分子学会年次大会 / 2016.5.25-27 / 兵庫)

「Preparation of Protein-recognition Films on Sensor Chips via SI-ATRP and Molecular Imprinting Using 
 Biomolecular Ligands」
The Best Student Poster Award at AMS10 （The 10th Conference of Aseanian Membrane Society (AMS10) 
/ 2016.7.26-29 / Nara）

「生体分子複合体架橋を用いた刺激応答性ゲルカプセルの調製とその応答挙動」
優秀ポスター賞（第65回高分子討論会 / 2016.9.14-16 / 神奈川）

「Atom Transfer Radical Polymerization of Acrylamide onto Chitosan–BMPA Salt」
The Best Poster Presentation (11th Asia Pacific Chitin and Chitosan Symposium & 5th Indian Chitin and 
Chitosan Society Symposium / 2016.9.28-30 / Kochi,India )

「Temperature-responsive Biodegradable Injectable Polymer Systems Forming Covalently Cross-linked 
Hydrogel by Thiol-ene Reaction」
Poster Presentation Award (3rd International Conference on Biomaterials Science in Tokyo ICBS2016 / 
2016.11.28-30 / Tokyo)

「ミニエマルション表面での精密重合を利用した刺激応答性ゲルカプセルの創製」
学生賞 （膜シンポジウム2016 / 2016.12.1-2 / 大阪）

「Metal ion-responsive hydrogels consist of PEG-DNA copolymers」
IPC 2016 Young Scientist Poster Award (The11th SPSJ International Polymer Conference(IPC2016) / 
2016.12.13-16 / Fukuoka)

「Mineralization of PEEK surface for establishing biointegration」
ACS Bioconjugate Chemistry Best Poster Award (The 11th SPSJ  International Polymer Conference(IPC2016) / 
2016.12.13-16 / Fukuoka)

「Metal Ion-Responsive Hydrogels Made of PEG-DNA Copolymers」
Poster Award (XXII International Roundtable on Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids / 2016.7.18-22 
/ Paris,France)

「Preparation of Stimuli-Responsive Hybrid Hydrogels Using Novel Gold Nanoparticle Monomer and Their 
 Responsive Behavior」
Poster Presentation Award （The 11th International Symposium in Science and Technology at Kansai University  
2016 / 2016.7.26-28 / Osaka）

「Loading of Drug within Polypeptide Hydrogels via Molecular Imprinting and Their Controlled Release」
IPC2016 Young Scientist Poster Award （The11th SPSJ International Polymer Conference (IPC2016) / 
2016.12.13-16 / Fukuoka）

１. 教員の表彰

２. 学生の表彰
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Reserve University), T. Miyata, QCM Sensing of Bisphenol A Using Molecularly Imprinted Hydrogel/Conducting 
Polymer Matrix, Polym. J., 48, 525-532 (2016. 4). （査読有）

(1)  大矢裕一, 温度応答性インジェクタブルポリマー，「医療用バイオマテリアルの研究開発」, 青柳隆夫監修，シーエムシー出版, p.107-116, 
総 ページ数258 (2017.2).

(2) 田村 裕, 古池 哲也, 「キチン・キトサンの最新科学技術」 技報堂出版, p.3-18, 総ページ数276 (2016.7). （査読有）
(3) 古池 哲也, 田村 裕, 「キチン・キトサンの最新科学技術」 技報堂出版, p.143-158, 総ページ数276 (2016.7). （査読有）

(1)  Y. Ohya, Y. Yoshida, K. Kawahara, A. Kuzuya, Biodegradable Injectable Polymer Systems Exhibiting Temperature-
Induced Irreversible Gelation, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(2)  T. Miyata, Rational Rational Design of Stimuli-Responsive Gels Using Dynamic Crosslinks and Their Various 
Applications, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3)　（招待講演）

(3)  A. Matsuda, A. Kawamura, T. Miyata, Preparation of Photo-responsive Polymers That Undergo Sol-Gel Phase 
Transition for Cell Culturing Scaffolds, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(4)  A. Harada, S. Ueno, A. Kawamura, T. Miyata, Preparation of Stimuli-responsive Gel Particles as DDS Carriers and 
Their Drug Release Properties, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(5)  K. Tanaka, A. Kawamura, T. Miyata, Design of Glucose-responsive Gel Capsules Using Biomolecular Complex 
Crosslinks, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(6)  A. Kawamura, H. Nakaura, T. Miyata, Preparation of Stimuli-Responsive Gel Capsules via Interfacial RAFT 
Polymerization, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(7)  C. Norioka, A. Kawamura, T. Miyata, Network Structure and Properties of Temperature-Responsive Gel Prepared 
by Atom Transfer Radical Polymerization, 11th International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(8)  R. Naraprawatphong, G. Kawanaka, M. Hayashi, A. Kawamura, T. Miyata, Development of Protein-recognition 
Gel Layers for SPR Sensor Systems via SI-ATRP and Molecular Imprinting Using Biomolecular Ligands, 11th 
International Gel Symposium, Chiba (2017.3).

(9)  M. Hoshiga(Osaka Medical College), N. Ishizaka(Osaka Medical College), S. Suzuki, Application of Non-contact 
Monitoring of Jugular Venous Pulse Using a Compact Microwave Radar in Clinical Setting, The 81st Annual 
Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society, (2017.3).

(10)  Y. Ohya, Biodegradable Injectable Polymer Systems Exhibiting Irreversible Gelation as Biomedical Materials, The 
11th SPSJ International Polymer Conference (IPC2016), Fukuoka (2016.12). (招待講演)

(11)  K. Kawahara, K. Inamoto, H. Takai, Y. Yoshida, K. Takata, A. Kuzuya, Y. Ohya, Development of Biodegradable 
Injectable Polymer Systems Exhibiting Irreversible Gelation in Response to Temperature, The 11th SPSJ 
International Polymer Conference (IPC2016), Fukuoka (2016.12).

(12)  K. Nishimura, A. Kuzuya, A. Mahara(National Cerebral and Cardiovascular Center), T. Yamaoka(National Cerebral 
and Cardiovascular Center), Y. Ohya, Fabrication of Hierarchical Biodegradable Tubular Structures as Scaffolds 
for Regenerative Blood Vessels by Electrospinning, The 11th SPSJ International Polymer Conference (IPC2016), 
Fukuoka (2016.12).

(13)  S. Yukami, S. Tanaka, K. Fukushima, K. Wakabayashi, A. Kuzuya, Y. Ohya, Investigation of Molecular Crowding 
Effect in DNA Quadruplex Hydrogels, The 11th SPSJ International Polymer Conference (IPC2016), Fukuoka 
(2016.12).

(14)  K. Fukushima, S. Tanaka, K. Wakabayashi, S. Yukami, A. Kuzuya, Y. Ohya, Metal Ion-responsive Hydrogels Consist 
of PEG-DNA Copolymers, The 11th SPSJ International Polymer Conference (IPC2016), Fukuoka (2016.12).

(15)  Y. Iwasaki, S. Sugimoto, T. Mori (Kyushu University), Metabolic Expression of Methacryloyl Groups on Cell Surface 
Carbohydrates, The 11th SPSJ International Polymer Conference (IPC 2016), Fukuoka (2016.12).

(16)  Y. Hirano, H. Hongou (Hokkaido University), Y. Iwasaki, Binding Affinity of Poly(ethylene phosphate) Nanoparticles 
to Bone, The 11th SPSJ International Polymer Conference(IPC 2016), Fukuoka (2016.12).

(17)  A. Sangsuwan, H. Kawasaki, Y. Matsumura, Y. Iwasaki, Zwitterion-protected Silver Nano Clusters Having 

1 .  論文

3 .  国際学会

2 .  図書

(1)  Y. Ohya, A. Takahashi, H. Takaishi, A. Kuzuya, Synthesis and Temperature-responsiveness of Poly(ethylene glycol)-
like Biodegradable Poly(ether-ester)s, ACS Symp. Ser., in press.

(2)  Y. Yoshida, K. Kawahara, K. Inamoto, S. Mitsumune, S. Ichikawa, A. Kuzuya, and Y. Ohya, Biodegradable 
Injectable Polymer Systems Exhibiting Temperature-Responsive Irreversible Sol-to-Gel Transition by Covalent Bond 
Formation, ACS Biomater. Sci. Eng., 3, 56-67 (2017.1). （査読有）

(3)  T. Furuike, T. Chaochai, D. Komoto, H. Tamura, Adsorption and Desorption Behaviors of Bovine Serum Albumin on 
Gelatin/Chitosan Sponge, J. Mater. Sci. Chem. Eng., 5, 109-120 (2017.1). （査読有）

(4)  T. Furuike, T. Chaochai, T. Okubo, T. Mori, H. Tamura, Fabrication of Nonwoven Fabrics Consisting of Gelatin 
Nanofibers Cross-linked by Glutaraldehyde or N-acetyl-D-glucosamine by Aqueous Method, Int. J. Biol. Macromol., 
93, 1530-1538 (2016.12). （査読有）

(5)  P.-J. Chien (Tokyo Medical and Dental University), M. Ye (Tokyo Medical and Dental University), T. Suzuki (Tokyo 
Medical and Dental University), K. Toma (Tokyo Medical and Dental University), T. Arakawa (Tokyo Medical 
and Dental University), Y. Iwasaki, K. Mitsubayashi (Tokyo Medical and Dental University), Optical Isopropanol 
Biosensor Using NADH-dependent Secondary Alcohol Dehydrogenase (S-ADH), Talanta, 159, 418-424 (2016.10). 
(査読有)
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川 (2017. 3).

(5)  大矢裕一, 髙井宏樹, 吉田泰之, 葛谷明紀, 伊井正明（大阪医科大学）, 細胞デリバリーを意図した温度応答型生分解性インジェクタブルゲ
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(134)  山田賢，柿木佐知朗，平野義明，山岡哲二 （国立循環器病研究センター研究所），ラミニン－エラスチン様人工タンパク質を混合したポリ乳酸

フィルムの作製と細胞機能の評価，第62回高分子研究発表会（神戸），兵庫(2016.7).
(135)  山岡哲二（国立循環器病研究センター），安田裕貴，神戸裕介（国立循環器病研究センター），岩﨑泰彦，柿木佐知朗，多孔質スキャホールド

内部への組織誘導に及ぼす表面特性の影響，第45回医用高分子シンポジウム，東京　(2016.7).
(136)  杉本駿介，森健（九州大学），岩﨑泰彦，核酸修飾マクロファージによるがん細胞捕捉とサイトカイン産生，第45回医用高分子シンポジウム，東

京 (2016.7).
(137) 平野佑弥，岩﨑泰彦，マクロファージ指向性を示す細菌細胞壁模倣ナノ粒子，第45回医用高分子シンポジウム，東京 (2016.7).
(138)  宮田隆志，動的架橋を利用したスマート高分子材料の設計と応用，大阪大学大学院理学研究科 高分子専攻セミナー，大阪 (2016.7)（招待

講演）
(139) 中浦宏，河村暁文，宮田隆志，ミニエマルションRAFT 重合によるゲルカプセルの創製，第34回関西界面科学セミナー，兵庫 (2016.7).
(140)  河村暁文，梅川拓也，宮田隆志，チミン含有両親媒性ブロック共重合体のナノ集合体形成とそのATP応答挙動，第45回医用高分子シンポジ

ウム，東京 (2016.7).
(141)  原田綾佳，上野俊佑，河村暁文，宮田隆志，細胞内環境を認識する二重刺激応答性ゲル微粒子の創製とその薬物キャリアとしての機能，第

45回医用高分子シンポジウム，東京 (2016.7).
(142)  松田安叶，河村暁文，宮田隆志，細胞制御を目指した光と温度に応答する刺激応答性ポリマーの合成とそのゾル-ゲル相転移，第45回医用

高分子シンポジウム，東京 (2016.7).
(143) 中浦宏，河村暁文，宮田隆志，ミニエマルションRAFT 重合によるゲルカプセルの創製，第62回高分子研究発表会（神戸），兵庫 (2016.7).
(144)  宮田隆志，分子間相互作用に着目した刺激応答性ゲルの設計と応用，日本材料学会 第90回高分子材料セミナー，滋賀 (2016.7) （招待講

演）
(145)  森島健太, 古池哲也, 田村裕, キトサン繊維上でのグアイアズレンスルホン酸の吸脱着能の検討, 平成28年度繊維学会年次大会, 東京 

(2016.6).
(146) 森貴博, 古池哲也, 田村裕, ゼラチンナノファイバーの物性に及ぼす架橋剤の影響, 平成28年度繊維学会年次大会, 東京 (2016.6).
(147)  宮田隆志，生体分子を利用した刺激応答性ゲルの設計と応用，日本学術振興会産学協力研究委員会第174委員会「分子ナノテクノロジー」

第54 回研究会，京都 (2016.6) （招待講演）
(148)  田地川勉，山下雄士，池本敏行 （大阪医科大学付属病院），武内徹（大阪医科大学），マイクロチャンネル法による赤血球変形能の評価（膠

原病患者に対する形状回復時定数の測定），第39回日本バイオレオロジー学会年会，東京 (2016.6).
(149)  森脇健司（弘前大学），中山泰秀（国立循環器病研究センター），日高涼，田地川勉，脳動脈瘤治療用多孔薄膜カバードステントの開発：フロー

ダイバーターとの瘤内血流抑制能の生体外回路での比較，第39回日本バイオレオロジー学会年会，東京 (2016.6).
(150)  飯塚重善（神奈川大学），信田貴史，下村光樹，小谷賢太郎, 温冷感呈示時の生理的特性および情動への影響，日本人間工学会第57回大

会，三重 (2016.6).
(151)  橋本大佑，稲山諒，小谷賢太郎，鈴木哲，朝尾隆文, 筋負担から見たスマートフォンの操作性評価－キーボードサイズによる影響の検討－, 日

本生理人類学会第73回大会, 大阪(2016.6).
(152)  飯田啓太, 徐于懿(京都工芸繊維大学), 北井麻里奈, 神戸裕介（国立循環器病研究センター）, 大矢裕一, 山岡哲二（国立循環器病研究

センター）, オリゴ乳酸-REDVペプチドヘテロ結合体によるポリ乳酸スキャホールドへの特異的細胞接着性の付与, 第65回高分子学会年
次大会, 兵庫 (2016.5).

(153)  馬原淳（国立循環器病研究センター）, 北井麻里奈, 大矢裕一, 山岡哲二（国立循環器病研究センター）, 分岐型ポリエチレングリコールに
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よる小口径脱細胞化血管の組織反応抑制, 第65回高分子学会年次大会, 兵庫 (2016.5).
(154)  若林建汰, 田中静磨, 福島和季, 葛谷明紀, 大矢裕一, PEG-DNAマルチブロック体を用いたDNA四重鎖ゲル形成におけるNa＋イオンと

pHの影響, 第65回高分子学会年次大会, 兵庫 (2016.5). 
(155)  吉田泰之, 葛谷明紀, 大矢裕一, 温度に応答して物理ゲル化した後に共有結合ゲルに移行する生分解性インジェクタブルポリマー製剤, 第

65回高分子学会年次大会, 兵庫 (2016.5).
(156)  髙井宏樹, 米澤秀典, 吉田泰之, 葛谷明紀, 大矢裕一, ブロック共重合体型温度応答性生分解性インジェクタブルポリマーの構造物性相

関に関する体系的考察, 第65回高分子学会年次大会, 兵庫 (2016.5).
(157) 久野村駿，岩﨑泰彦，骨組織適合型インプラントの創製に向けPEEKの表面改質，第65回 高分子年次大会，兵庫 (2016.5).
(158) 岩﨑泰彦，メタクリロイル基の導入による細胞表面修飾技術，第65回 高分子年次大会，兵庫 (2016.5). （依頼講演）
(159)  徳重恭之，神戸裕介，馬原 淳，岩﨑泰彦，山岡哲二，ラット間葉系幹細胞の心筋細胞分化誘導のためのエラスチン様リコンビナントタンパク

ゲルの開発，第65回 高分子年次大会，兵庫 (2016.5).
(160) 田中雅子，岩﨑泰彦，光反応性リン脂質ポリマーによる酵素機能界面の構築，第65回 高分子年次大会，兵庫 (2016.5).
(161)  平野佑弥，岩﨑泰彦，ポリリン酸エステルナノ粒子の骨の無機主成分に対する親和性に及ぼすpHの影響，第65回 高分子年次大会，兵庫 

(2016.5).
(162) 井上直之，岩﨑泰彦，ポリエチレンホスフェートによる骨芽細胞の機能誘導，第65回 高分子年次大会，兵庫 (2016.5).
(163)  中塚恵理，稲井公二（大阪府立大学），岡勝仁（大阪府立大学），柿木佐知朗，平野義明，2.5-ジケトピペラジンの自己組織化と生物活性評

価，第65回高分子学会年次大会，兵庫(2016.5).
(164) 大井貴史, 古池哲也, 田村裕, イオン性多糖によるゲル化挙動の検討, 第65回高分子学会年次大会, 兵庫 (2016.5).
(165) 橋本裕貴, 古池哲也, 田村裕, キトサン粉末を用いたATRP法によるグラフト重合, 第65回高分子学会年次大会, 兵庫 (2016.5).
(166)  松本和也，Tiu Brylee（Case Western Reserve University），河村暁文，Advincula Rigoberto（Case Western Reserve 

University）, 宮田隆志，分子インプリントポリペプチドゲル薄膜の調製とその分子吸着特性，第65回高分子学会年次大会，兵庫 (2016. 
5).

(167)  井上泰彰，河村暁文，宮田隆志，体温付近で相転移する側鎖型液晶高分子を用いた温度応答性自己集合体の創製と薬物キャリアへの応
用，第65回高分子学会年次大会，兵庫 (2016. 5).

(168)  坂篤，松原悠樹，河村暁文，宮田隆志，新規な金ナノ粒子モノマーを利用した刺激応答性ハイブリッドゲルの創製とその応答挙動，第65回高
分子学会年次大会，兵庫 (2016. 5).

(169)  田中佑樹，河村暁文，宮田隆志，高分子ネットワークのコンフォメーション変化を用いた刺激応答性ゲルの調製と薬物放出挙動，第65回高分
子学会年次大会，兵庫 (2016. 5).

(170)  野口貴史，河村暁文，宮田隆志，表面微細加工可能な光応答性フィルムの創製とその表面での細胞パターニング挙動，第65回高分子学会
年次大会，兵庫 (2016. 5).

(171)  増田悠介，河村暁文，宮田隆志，水中の表面自由エネルギー評価に基づく高分子材料のタンパク質吸着挙動の検討，第65回高分子学会年
次大会，兵庫 (2016. 5).

(172)  原田綾佳，上野峻佑，河村暁文，宮田隆志，DDSキャリアとしての応用を目指した二重刺激応答性ゲル微粒子の創製と その薬物放出挙動，
第65回高分子学会年次大会，兵庫 (2016.5).

(173)  松田安叶，河村暁文，宮田隆志，細胞制御を目指した光応答性ゾル－ゲル相転移ポリマーの創製，第65回高分子学会年次大会，兵庫 
(2016.5).

(174)  河村暁文，生体内環境認識能を有する刺激応答性ゲル微粒子の設計とそのバイオ応用，第65回高分子学会年次大会，兵庫 (2016.5). 
（招待講演）

(175) 宮田隆志，動的構造を利用した刺激応答性ゲルの設計と応用，日本膜学会第38年会，東京 (2016.5) （招待講演）
(176)  松本和也，Tiu Brylee（Case Western Reserve University），河村暁文，Advincula Rigoberto（Case Western Reserve 

University）, 宮田隆志，QCMセンサーチップ上での分子インプリント薄膜の調製とその分子吸着挙動, 日本膜学会第38年会, 東京 
(2016.5).

(177)  田中康太，河村暁文，宮田隆志, 生体分子複合体架橋を用いたグルコース応答性マイクロカプセルの調製とその応答挙動, 日本膜学会第
38年会, 東京 (2016.5).

(178)  郡慎平（藍野大学），永井勇大，田地川勉，板東潔，単軸引張試験による赤血球変形能の測定－赤血球内部粘度が見かけのヤング率と形状
回復時定数に与える影響－，第55回日本生体医工学会，富山 (2016.5).

(1) 大矢裕一, 高性能生分解性インジェクタブルポリマーの開発, 高分子, 65(11), 636-640 (2016.11). （査読無）
(2) 葛谷明紀, 「DNAでつくったナノシート」, ケミカルエンジニヤリング, 64, 40-45(2016.11).　 (査読無）

(3) 河村暁文，標的分子に応答するゲル微粒子，高分子，65(8)，431-432 (2016. 8). （査読無）
(4) 葛谷明紀, 「DNAオリガミの基礎」, 現代化学, 543, 42-46(2016.5).　 (査読無）
(5)  宮田隆志，河村暁文，松田安叶，細胞培養用基材，その製造方法，および細胞培養用基材における物性の制御方法，特願2016-093920 

(2016.5).

5 . 紀要・総説・その他
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1. 新聞広告 ２. 雑誌広告

３. 関西大学発行冊子

読売新聞（大阪本社版）　
全面広告　2016年12月10日掲載

産経新聞（大阪本社版）　
全面広告　2017年1月1日掲載

毎日新聞（全国版）　
全面広告　2017年2月21日掲載

「2017年１月１９日開催 第２１回関西大学先端科学技術シンポ
ジウム 特別セッション（採録）」

週刊新潮（2月23日号）　
（関西大学 化学生命工学部　教授　大矢裕一）

ニューズレター『Reed』(No.48) 2017年2月発行
■トピックス〔学内情報〕

「人に届く」関大メディカルポリマーによる未来医療の創出

KANSAI UNIVERSITY NEWS LETTER — No.48 — February,201711

■トピックス［学内情報］Topics

February,2017 — No.48 — KANSAI UNIVERSITY NEWS LETTER 12

 本学では、これまで先端科学技術推進機構に設置された医工薬
連携研究センターを中心に、特に材料化学に立脚したメディカル
ポリマー研究を独自に推進してきた。さらに、大阪医科大学と強固
な医工連携体制を築き、臨床医のニーズに基づいた医療用の材
料・システムを開発。国際競争力のある医療機器の製品化に向け
て、臨床現場（患者と医療従事者）に届ける研究を進めてきた。
 超高齢化社会の今、医療に必要とされるのは、治療と診断にお
ける患者の肉体的・精神的・経済的負担の軽減。手術時の開口部
を小さくしたり、投薬の量や回数を減らしたりする方向へと進ん
でおり、こうした侵襲の程度が低い（低侵襲）治療と診断を実現す

る医療機器の開発が喫
きっきん

緊の課題となっている。また一方で、日本
では、医療機器のほとんどを輸入に頼っていることが医療費総額
を押し上げる一因となっており、“メイド・イン・ジャパン”の医
療機器の開発が望まれている。
 このような背景から、医工薬連携研究センターでは“KU-SMART
（Kansai University Smart Materials for Advanced and Reliable 
Therapeutics）プロジェクト”を始動した。外部環境に応じて変幻
自在の賢い材料「スマートバイオマテリアル」を第一線で研究す
る大矢教授を代表として、学内外の研究者が集結。（Ⅰ）「体内で
形を変える・吸収される」KUMPによる新規治療システムの構築、
（Ⅱ）「人にやさしい・患部に届く」診断・治療の非侵襲化・スマー
ト化を実現するKUMPの作成、の2分野に注力して研究を行って
いる。今後もKUMPを設計・合成する材料化学者（Materials 
Chemists）と、そのデバイス化・システム化を実現する機械工学
者（Mechanical Engineers）が連携し、現場の臨床医（Medical 
Doctors）からのニーズを受け、さらなる開発と臨床化研究を進
め、3つのM（Materials,Mechanics,Medicine）で「人（患者と臨
床医）に届く」医療器材の開発を推進する。

文部科学省の2016（平成28）年度「私立大学研究ブランディング事業」に、医工薬連携研究セ
ンター長・大矢裕一 化学生命工学部教授が率いるプロジェクト「『人に届く』関大メディカル
ポリマーによる未来医療の創出」が選定された。事業期間は2016～2020年度の5年間。
当事業は、学長のリーダーシップの下、優先課題として全学的な独自色を大きく打ち出す研究
に取り組む私立大学を重点的に支援するもので、今年度より開始。18歳人口の減少や地域社
会の衰退への懸念が高まる中、私立大学が持つ強み・独自性をより一層強化し、私立大学全体
としての多様性を発揮させることで、グローバル社会において日本が持続的に発展していくた
めの一助となることが期待される。本年度は198校からの申請があり、「タイプA（社会展開
型）」に17校、「タイプB（世界展開型）」に本学を含む23校が選定された。
関大メディカルポリマー（KUMP）は、本学が開発中の未来医療を革新する材料。KUMPを基
軸に「世界の人々に届く」日本発の医療器材の開発を行い、医療基盤を支えるものづくりの重
要性を発信し、今まで実現し得なかった未来医療への貢献を目指す。

 文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に選定

研究体制 ▼

　“KU-SMART プロジェクト”
は、1月19日に本学で開催され
た第21回先端科学技術シンポ
ジウムにおいて、私立大学研究
ブランディング事業の特別セッ
ションを実施。プロジェクトの

研究代表者であり医工薬連携研究センター長を務める大矢裕一
教授や、大阪医科大学の根本慎太郎専門教授らが、事業内容や
関大メディカルポリマー（KUMP）にかかわる研究紹介、製品
化・事業化を目指す医工・産学連携におけるプロセスや障壁に
ついて解説した。また、プロジェクトに関する約10件のポスター
も展示・紹介され、研究室の学生達がそれぞれの研究成果を来
場者の方々に説明した。
　同プロジェクトは、2月15日から3日間、インテックス大阪で
開催された第3回日本医療総合展「メディカルジャパン2017」
の「再生医療 産業化展」にも出展。メディカルジャパンは、医療
IT、医療機器・設備、介護・看護製品、先端医療技術、製薬にかか
わるあらゆる製品・技術・サービスが一堂に出展する日本唯一の
「医療の総合展」。KUMPが示す未来医療の可能性について、集
まった来場者からは感嘆の声があがり、盛会のうちに終了した。
　3月14日（火）には関大メディカルポリマーシンポジウムも梅
田キャンパスにて開催予定。今後も医療の進歩のための革新的
技術開発に寄与するべく、KUMPを活用した医療器材の開発
と人材育成に努めていく。

第21回関西大学先端科学技術シンポジウム
第3回日本医療総合展「メディカルジャパン2017」

◉ KUMPを基軸に、3つのM（Materials, Mechanics, Medicine）で
  「人に届く」医療器材・システムを開発する

「人に届く」関大メディカルポリマーによる
未来医療の創出

•未来医療への貢献を目指して

◉医工薬連携研究センター長
 化学生命工学部
 大矢 裕一 教授
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